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一
、
釋
注
に
あ
た
っ
て

本
稿
は
、
通
称
「
楚
帛
書
」
と
呼
ば
れ
る
一
枚
の
絹
本
の
、
中
央
に
配
さ
れ
た

二
つ
の
文
章
の
う
ち
、
十
三
行
の
文
章
の
釋
注
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
十
三
行
文
へ
の
名
づ
け
の
定
義
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
が
、

「
楚
帛
書
」
の
内
容
は
、
楚
の
神
話
傳
說
を
記
す
八
行
文
、
四
時
の
運
行
と
災
異
、

天
人
感
應
の
思
想
を
含
ん
だ
十
三
行
文
、
月
令
禁
忌
を
記
す
十
二
の
外
邊
の
文
章

の
三
部
分
に
分
か
れ
、
四
周
に
描
か
れ
た
十
二
の
繪
は
怪
異
神
像
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。二

、
収
蔵
と
出
土
墓

「
楚
帛
書
」
は
、
一
九
四
二
年
九
月
長
沙
子
彈
庫
戦
国
期
木
椁
墓
か
ら
盗
掘
さ

れ
た
の
ち
数
人
の
手
を
經
て
、
現
在Sackler Gallery

（
ワ
シ
ン
ト
ン
）
に
蔵
さ

れ
て
い
る
。
一
見
掛
け
物
の
よ
う
に
も
見
え
る
外
形
の
尺
寸
は
長
さ38.76cm

、

寛
さ47cm

。（
図
版
Ⅰ
）。

こ
の
墓
は
一
九
七
四
年
に
発
掘
さ
れ
、
湖
南
省
博
物
館
「
長
沙
子
弾
庫
戦
国
木

椁
墓
」
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
墓
葬
は
斜
坡
墓
道
の
あ
る
長
方
形
の
竪
穴
墓
。
墓

口
は
長
さ3.8m

寛
さ2.72m

。
棺
椁
は
三
重
。
椁
、
外
棺
、
内
棺
で
あ
り
、『
荀

子
』
禮
論
「
天
子
棺
椁
七
重
、
諸
侯
五
重
、
大
夫
三
重
、
士
再
重
」
に
照
ら
せ
ば
、

「
大
夫
三
重
」
に
合
う
。
被
葬
者
は
殘
っ
た
骨
架
か
ら
推
定
し
て
、
身
長1.7m

、

四
十
才
く
ら
い
の
男
性
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
墓
所
出
土
の
陶
製
の
鼎
、
敦
、
壺

の
組
み
合
わ
せ
は
戦
國
中
期
に
常
見
す
る
。
同
出
の
「
人
物
御
龍
帛
畫
」
は
墓
主

の
「
引
魂
昇
天
」
を
写
す
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
肖
像
、
装
束
か
ら
看
れ
ば
、
大

夫
級
の
貴
族
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

三
、
著
録

図
版
、
摸
本
類
の
主
だ
っ
た
も
の
は
、
李
零
『
楚
帛
書
研
究
』
十
一
種
（
上
海

中
西
書
局2013.12

）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
原
資
料
は
傷
み
が
甚
だ
し
い
が
、

本
稿
で
は
比
較
的
鮮
明
な
、
饒
宗
頤
・
曾
憲
通
『
楚
帛
書
』（
中
華
書
局
香
港
分

局1985.9

）
所
収
の
赤
外
線
版
図
版
（
Ⅰ
）
を
釋
注
の
基
づ
く
資
料
と
し
た
。
ま

た
こ
の
図
版
に
よ
っ
て
原
寸
大
摸
本
〔
絹
本
〕（
Ⅱ
）
を
作
成
し
た
。
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一
二
〇

四
、
参
考
文
献

劉
信
芳
『
子
弾
庫
楚
墓
出
土
文
献
研
究
』（
藝
文
印
書
館2002.1

）
に
は
主
だ
っ

た
文
献
の
序
録
が
あ
る
。
ま
た
、
池
澤
優
「
子
弾
庫
楚
帛
書
八
行
文
譯
註
」（『
楚

地
出
土
資
料
と
中
國
古
代
文
化  

郭
店
楚
簡
研
究
会
編
』汲
古
書
院2002.3

所
収
）

に
は
、
文
献
一
覧
が
あ
っ
て
数
多
い
関
係
論
文
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に

は
本
稿
で
参
考
と
し
た
主
立
っ
た
文
献
を
あ
げ
る
。

（
一
）、
ま
と
ま
っ
た
考
釋
の
あ
る
も
の

①
陳
夢
家
「
戦
国
楚
帛
書
考
」『
考
古
学
報
』1954.2

（『
陳
夢
家
学
術
論
文
集
』

所
収
）

②
商
承
祚
「
戦
国
楚
帛
書
述
略
」1964.8　
（『
商
承
祚
文
集
』
廣
州
・
中
山
大
學

出
版
社　

2004.11

所
収
）

③
林
巳
奈
夫
「
長
沙
出
土
戦
国
楚
帛
書
考
」『
東
方
学
報
』
36　

1964

④
嚴
一
萍
『
甲
骨
古
文
字
研
究
』
臺
北 

藝
文
印
書
館,

1976.6

⑤
饒
宗
頤
「
楚
帛
書
新
證
」（
饒
宗
頤
・
曾
憲
通
『
楚
帛
書
』
中
華
書
局
香
港
分

局1985.9

所
収
）

⑥
何
琳
儀
「
長
沙
帛
書
通
釋
」『
江
漢
考
古
』1986.1

期

⑦
高
明
『
中
国
古
文
字
学
通
論
』
第
8
章
第
2
節
・
繒
書p523　

1987.4

⑧
李
學
勤
『
簡
帛
佚
藉
與
学
術
史
』
第
一
篇
第
五
楚
帛
書
研
究　

江
西
教
育
出
版

社2001.9

⑨
劉
信
芳
「
楚
帛
書
解
詁
」
乙
篇
（『
子
弾
庫
楚
墓
出
土
文
献
研
究
』
藝
文
印
書

館2002.1

所
収
）

⑩
李
零
「
長
沙
子
弾
庫
楚
帛
書
研
究
」
釋
文
考
證
（『
楚
帛
書
研
究
』
十
一
種
、

上
海
中
西
書
局2013.12

所
収
）

⑪
李
零
『
子
彈
庫
帛
書
』
文
物
出
版
社
、2017.1

（
二
）、
楚
帛
書
十
三
行
文
を
考
え
る
上
で
参
考
に
し
た
も
の

⑫
湖
南
省
博
物
館
「
長
沙
子
弾
庫
戦
国
木
椁
墓
」『
文
物
』1974.2.p36

⑬
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
、
随
州
市
考
古
隊
『
随
州
孔
家
坡
漢
墓
簡
牘
』
文
物

出
版
社　

2006

年
6
月

⑭
劉
樂
賢
「
孔
家
坡
漢
簡
《
日
書
》
歲
篇
初
探
」（
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
研
究
所
）

2007-05-26
⑮
森
和
「
子
弾
庫
楚
帛
書
に
お
け
る
五
行
説
と
宗
教
的
職
能
者
」『
史
観
』
第

一
五
七
冊2004.12

⑯
池
澤
優
「
子
弾
庫
楚
帛
書
八
行
文
譯
註
」『
楚
地
出
土
資
料
と
中
國
古
代
文
化  

郭
店
楚
簡
研
究
会
編
』
汲
古
書
院2002.3

所
収

（
Ⅰ
）

（
Ⅱ
）
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⑰
池
澤
優
「
子
弾
庫
楚
帛
書
辺
文
訳
注
」『
宗
教
学
年
報
』XXI 103

〜128

頁
、

2004.3.31
⑱
黄
儒
宣
『《
日
書
》
圖
像
研
究
』
第
4
章
第
1
節
、
楚
帛
書
的
性
質p202  

2013.12

⑲
澤
田
多
喜
男
『
黄
帝
四
経
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
老
子
乙
本
巻
前
古
佚
書
』
譯
註

知
泉
書
館 2006.8

（
三
）、
検
字
に
使
用
し
た
も
の

⑳
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
文
物
出
版
社1990

㉑
『
包
山
楚
簡
』　

文
物
出
版
社1991 

㉒
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』　

文
物
出
版
社1998
年

㉓
『
楚
系
簡
帛
文
字
編
』　

湖
北
教
育
出
版
社
（
增
訂
本
）2008.1

隷　

定
隹　
　

□    

□  
   　

月　

則　

      
     

不　
   

亓       

尚        

春　
　
　

夏　
　

秋      

冬        

又    

□   

又

尚         

日
月    

星    

㫳  
        

     

亓       

行  

       
    

   

□  

卉   

木    

亡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
行
）

尚     

□      
    

天　

   

乍　

羕     

天　
　

　

     

乍     
       

降　

   

于      

亓   

方    

山

陵　

  

亓

        

又      
    　

        

是　

  　

胃     

李
李

□　

月  

內     

月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
行
）

七
日   

□   

又     

𩃓

    

雨　

土　

不　

　

  

參　

  

職  　

天　

   

雨　

  

喜
喜　

是
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「
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一
二
二

     

月    

閏  

之　

  

勿　

   

行  

一
月    

二　

月　

三　
　

月     
是
胃     

終　

亡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
行
）

奉　

      

□　

亓

邦　
  

四　

   

月     

五　

  

月　

是  

胃　

     

紀    

亡　

  
       

□   

□  

  

西　

  

䧕   

又      

吝     

女     

日
月      
既　
　

乃      

又       

鼠            

東　
　

䧕

   

又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
４
行
）

吝　

   

□   　

乃　

兵   
    

于    

亓    

王  　
　
　
　

凡　

    
  

惪　
　

匿　

女     

曰　

   

亥    

隹

邦        

所    

五　

　
　

之　
　

  

行   　

卉　
　

  

木　

  

民

人      

以    

風   

四     

淺    

之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
５
行
）

尚       

□
□       

上   
    

三    

寺      

是     

行   

惟       

惪       

匿    

𣥕     
    

三      

寺        

皆

𡢖   

之    

以       

素     

降    

是      

月       

以      

婁

      

為  

之  

□      

隹      

□    

又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
行
）
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二      

□   

隹     

李     

惪    

匿   

出     

自      

黃    

    
土       
身     

亡    

□    

出    

內
□      

同

乍      

亓    

下　

凶  
日
月　

皆
　
　

星　

  

㫳

不　
　

   

日
月    

既　
　
　

季

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  （
７
行
）

乃    

弋　
　

寺    

雨　

  

進  

退   

亡    

又　

  
尚    

𠄨      

恭　
　

民　
　

未　
　

智   
  

　
　

以　

為

則　

母　

童     

群   

民   

以    

□    

三　

  

𠄨

  

發

四　
　

興　

鼠　
　

以　

□　

天　

  

尚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
行
）

群　

  

神　
　

五　

   

正      

四　
　

晨   

堯　

  

羊     

建　

𠄨    
     

民　

五　

  

正　
　

乃　

明  

百

神   

是   

　

是  

胃   

惪   

匿   

群   

神     

乃　

惠     

帝　

曰　

   

䌛     

敬  

之　

哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
行
）

母    

弗      

或       

敬　
　

隹  

天   

乍   

福     

神　

則
各     

之     

隹　

   

天    　

乍　

  
    

神
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二
四

則　
   

惠　

  

之    

欽　

  

敬　

隹　

備     

天　

像　
　

是　

惻　

   
成　

隹      

天     

乍  

下   

民

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

行
）

之　

  

䄀　
　

敬　

  
之　
　

母　

     

弋　

    
  

民　
　

勿　

  

用

𨑓   

□　

百　

   
神    
山　

川　

  

澫

浴　
　

不　

欽    

前   

行     

民　

祀    

不　

帝　

   

䌛    

以  
   

□
之　

行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

行
）

民　
　

則　

   

又　

   
     

亡      

又　

   

相　
　

憂   
不　

見　

  

陵  

□  

是　

則    

鼠　

至     

民

人　

   

弗　

智　

　

則    

無     
    

祭   

□　
　

則　

役     

民   

少　

有  

□
土    

事

　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

行
）

勿    

從     

凶

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
行
）

釋　

文

隹
（
惟
）
□
□
□
、
月
則

①
不

亓
尚
（
當
）
②
、
春
夏
秋
冬
、
又

□
（
亂
）
又
尚
（
常
）、

①

の

は
䋼
の
或
體
字
。『
説
文
解
字
』
糸
部
、
䋼
に
「
緩
な
り
。
糸
に
从

う
盈
聲
。
讀
み
は
聽
と
同
じ
、
𦀚
、
䋼
或
は
呈
に
从
う
」
と
あ
る
。

饒
宗
頤
⑤
は
、『
史
記
』
天
官
書
の
「
日
月
の
行
を
察
し
以
て
歲
星
の
順
逆
を
揆
す
。

東
方
は
木
，
春
を
主
る
，
日
は
甲
乙
の
曰
。
義
を
失
え
ば
，
罰
は
歲
星
に
出
ず
。

歲
星
贏
縮
し
，
其
の
命
以
て
國
に
捨
く
。
所
在
す
る
國
は
伐
つ
べ
か
ら
ず
，
以
て
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人
を
罰
す
べ
し
。
其
れ
趨
舍
し
て
前
む
を
贏
と
曰
う
，
退
舍
す
る
を
縮
と
曰
う
」

を
引
く
。
夃
字
を
『
古
今
韻
會
舉
要
』
で
は
「
贏
」
と
同
じ
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

を
贏
（
あ
ま
す
）
縮
（
ち
ぢ
む
）
と
解
す
る
。
以
来
こ
れ
が
通
説
に
な
っ
て

い
る
。
い
ま
語
釋
は
贏
縮
に
従
う
が
、
例
証
と
す
る
天
官
書
は
歲
星
の
贏
縮
を
い

う
の
で
、
以
降
の
饒
宗
頤
⑤
の
解
釋
は
歲
星
紀
年
と
深
く
関
わ
る
も
の
と
し
て
展

開
さ
れ
て
い
る
。

②
こ
の
字
は
、
尚
の
下
部
に
廾
が
加
え
ら
れ
、
饒
宗
頤
⑤
は
當
と
隷
定
す
る
。
廾

の
無
い
後
出
の
二
例
が
常
と
隷
定
さ
れ
る
の
と
は
異
な
る
。
劉
信
芳
⑨
は
、
廾
に

從
う
こ
と
か
ら
、
掌
（
つ
か
さ
ど
る
）
と
釋
し
て
い
る
が
、
通
假
字
か
ら
見
れ
ば
、

尚
は
當
、
常
、
掌
と
通
假
す
る
。（
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
《
戰
國
縱
橫
家
書
、
蘇
秦

謂
燕
王
章
》「
三
王
代
わ
る
が
わ
る
立
ち
，
五
相
は
蛇
政
す
，
皆
な
以
て
其
の
掌

を
復
さ
ず
」
の
後
文
に
「
此
れ
皆
な
以
て
其
の
常
を
復
さ
ず
し
て
進
を
爲
す
者
な

り
」と
あ
る
）。
青
銅
器
銘
文
の
尚（
常
）は
吉
祥
語
に
使
用
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、

陳
公
子
叔
原
父

（
集
成00947

）「
子
孫
是
尚
」、爲
甫
人

（
集
成04406

）「
邁

（
萬
）
歲
用
尚
」、
陳
侯
因

錞
（
集
成04649

）「

萬
子
孫
、
永
く
典
尚
（
て

ん
こ
せ
ん
れ
い
）
と
爲
せ
」
の
例
が
あ
る
。
月
が
長
さ
を
余
し
た
り
、足
り
な
か
っ

た
り
し
て
當
を
得
な
い
こ
と
が
、
四
時
（
春
夏
秋
冬
）
が
亂
れ
て
通
常
の
交
替
に

そ
ぐ
わ
ぬ
結
果
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
字
釋
は
ど
ち
ら
も
同
じ
。

日
月
星
㫳
、

③
亓
行
。

□
、
卉
木
亡
尚
（
常
）、

③

は
亂
の
異
体
字
。

は
、郭
店
楚
簡
『
老
子
』
乙
に
見
え
る
こ
の

（　
　

）

字
を
、
現
行
の
『
老
子
』
に
照
ら
す
と
「
失
之
若
驚
」（
道
經
・
厭
恥
章
第
十
三
）

と
あ
り
、

（　
　

）
が
失
字
に
あ
た
る
こ
と
が
判
る
（『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
文

物
出
版
社1998

一
七
三
頁
）。
ま
た
包
山
楚
簡
・
一
四
二
に
同
字
が
あ
り
、「
趣（
行
）

を

す
」
と
い
う
。
日
月
星
辰
の
軌
道
の
巡
り
の
亂
失
は
、
ひ
と
月
の
長
短
が
当

を
得
な
い
こ
と
に
直
結
し
、
草
木
に
と
っ
て
も
常
が
な
い
こ
と
を
い
う
。

洪
範
五
行
傳
に
「
時
に
則
ち
日
月
亂
行
、
星
辰
逆
行
有
り
。
維
れ
五
位
を
復
建

し
厥
の

（
害
）
を
辟
く
」
と
あ
っ
て
、
鄭
玄
注
に
は
「
君
五
事
を
失
せ
ば
、
則

ち
五
行
は
相
い

（
そ
こ
な
）
い
、其
の
位
を
違
う
。
復
た
之
れ
を
立
て
る
と
は
、

當
に
其
の
吉
兇
變
異
を
明
ら
か
に
す
、
則
ち
此
れ
貌
邪
言
為
な
る
を
知
る
べ
し
。

輒
ち
過
ち
を
改
め
、
以
て
之
れ
を
共
禦
せ
ん
と
す
れ
ば
、
日
月
の
司
に
至
ら
ば
、

ま
た
必
ず
祭
祀
を
齋
肅
し
、
以
て
其
の
神
を
撫
せ
ば
、
則
ち
兇
咎
は
除
か
る
」
と

あ
る
。
こ
こ
で
は
「
祭
祀
を
齋
肅
し
、
以
て
其
の
神
を
撫
す
」
と
い
う
対
策
が
述

べ
ら
れ
、「
日
月
亂
行
、
星
辰
逆
行
」
を
司
る
神
を
安
撫
し
、「
兇
咎
を
除
く
」
と

い
う
手
立
て
が
示
さ
れ
て
い
る
。

□
□

（
夭
）
④
。
天

乍
羕
⑤
、
天

（
將
）
乍

⑥
、
降
于
亓
方
。

④

は
夭
。
呉
九
龍
「
簡
牘
帛
書
中
的
夭
字
」（『
出
土
文
献
研
究
』
第
一
輯
）
に

従
い
、

は
夭
の
繫
体
字
と
す
る
。
劉
信
芳
⑨
は
郭
店
楚
簡
、
唐
虞
之
道
・
十
一

の
「
安
命
弗

」
を
引
く
。『
詩
経
』
小
雅
．
正
月
に
は
「
天
夭
（
わ
ざ
わ
い
）
し
」

の
語
が
あ
る
。

『
淮
南
子
』
本
経
訓
に
は
、
衰
世
に
至
っ
て
「
陰
陽
は
繆
戾
、
四
時
は
敘
を
失
い
、

雷
霆
は
毀
折
し
、
雹
霰
は
虐
を
降
し
、
氛
霧
霜
雪
は
霽
ま
ず
し
て
、
萬
物
は
燋
夭

す
」
と
あ
り
、「
燋
夭
」
は
繁
茂
し
な
い
こ
と
。
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『
春
秋
左
氏
傳
』
宣
公
十
五
年
に
は
「
天
の
時
に
反
す
る
を
災
と
為
す
、
地
の
物

に
反
す
る
を
妖
と
為
す
、
民
の
德
に
反
す
る
を
亂
と
為
す
。
亂
れ
れ
ば
則
ち
妖
災

生
ず
」
と
あ
り
、
民
の
徳
に
反
す
る
行
為
が
、
天
地
の
妖
災
を
生
む
と
い
う
。

⑤

は
地
、
包
山
楚
簡
・
二
〇
二
の
「
宮
地
主
」
の
地
と
同
形
。
ま
た
羕
は
祥
で

あ
っ
て
、
包
山
楚
簡
・
二
二
三
に
類
似
す
る
字
（

）
が
あ
り
、「
又
（
有
）
羕
」

と
あ
る
。

の
発
生
の
後
、
天
地
に
き
ざ
し
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を
い
う
。

⑥
天

に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
天
官
書
に
「
天
一
、
槍
、

、
矛
、
盾
動
搖
、

角
大
、
兵
起
」
と
あ
っ
て
、
天

の
名
（
彗
星
名
）
が
見
え
る
。
今
は
饒
宗
頤
⑤

の
解
釋
に
依
る
。

は
將
、
包
山
楚
簡
・
一
四
二
に
は
同
字
、
劉
信
芳
⑨
の
い
う

よ
う
に
、
中
山
王

壺
に
も
同
様
の
字
（

   

）
が
見
え
る
（「
將
に
天
子
の
廟

に
上
覲
使
し
め
ん
」）。
天
官
書
に
依
れ
ば
「
將
に

を
乍
さ
ん
と
す
」
の

は
動

搖
す
る
こ
と
と
な
る
。「
亓
の
方
に
降
る
」
は
天
邊
に
流
れ
降
ち
る
こ
と
。

山
陵
亓

（
廢
）
⑦
、
又

（
淵
）

（
厥
）

⑧
、
是
胃

⑨
。

⑦

字
は
、
包
山
楚
簡
・
八
〇
に
見
え
る
も
の
と
同
じ
く
發
字
。
包
山
楚
簡
で
は

み
な
「
發
す
る
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
廢
と
通
じ
て
「
毀
つ
」

意
と
取
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。『
春
秋
左
氏
傳
』
襄
公
二
十
八
年
に
「
陳
無
宇

水
を
濟
る
に
、
舟
を
戕
（
そ
こ
な
）
い
梁
を
發
（
こ
ぼ
）
つ
」
と
あ
る
。

⑧
「
又

汨
」
の
淵
字
は
郭
店
楚
簡
・
性
自
命
出
・
六
二
（「
欲
淵
を
慮
る
」）

に
同
様
の
字
（

）
が
あ
る
。

は
汨
、『
列
子
』
湯
問
に
「
車
に
盈
つ
る
魚
を

百
仞
の
淵
、
汩
流
の
中
よ
り
引
く
」
と
あ
る
。
広
い
淵
の
深
み
の
流
れ
を
い
う
。

⑨
楚
簡
で
は
「
胃
」
は
み
な
「
謂
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
是
胃
…
」
は
、
楚

帛
書
と
時
期
的
に
近
い
九
店
五
六
號
墓
出
土
簡
冊
に
も
見
え
る
。「
日
書
」
叢
辰
・

三
二
簡
に
「
戌
亥
子
丑
寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
、
是
れ
外
害
日
を
胃
う
、
以
て
行
作

に
利
あ
ら
ず
、
四
方
の
埜
外
に
蹠
（
ふ
み
だ
）
せ
ば
、
必
ず
﹇
無
﹈
寇
逃
に
遇
い
、

必
ず
兵
す
。
是
れ
故
に
以
て
行
作
に
利
あ
ら
ず
、埜
事
は
不
吉
と
胃
う
」
と
あ
る
。

こ
こ
に
見
え
る

  

字
は
、
従
来
孛
と
隷
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
（
饒
宗

頤
⑤
、
李
學
勤
⑧
は
、
孛
星
と
す
る
）。
し
か
し
な
が
ら
、『
包
山
楚
簡
文
字
編
』

に
は
、
孛
字
と
さ
れ
る
「

  
  

」（「
登
孛
」
人
名
、
一
七
二
）
が
あ
る
。
ま
た
、

郭
店
楚
簡
・
老
子
・
乙
十
に
は

   （「
明
道
如
孛
」）
の
字
形
が
見
え
る
。
一
方
で
、

包
山
楚
簡
に
は
、疋
獄
の
署
名
人
用
語
、人
名
に
用
い
ら
れ
る

  

字
が
多
数
あ
り
、

楚
帛
書
と
同
形
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
李
零
は
こ
の

  

字
を
李
と

隷
定
し
（「
讀
『
楚
系
簡
帛
文
字
編
』」
一
四
八
頁
）、楚
帛
書
殘
片
に
見
え
る
「
桑
、

桃
、
李
」
の
李
と
同
形
で
あ
る
こ
と
を
佐
證
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
管
子
』
法

法
の
「
皐
陶
を
李
と
爲
す
」
は
、
上
海
博
物
館
蔵
竹
簡
『
容
成
氏
』
二
八
の
「
乃

ち
皐
陶
を
立
て
、
以
て
李
と
爲
す
」
と
あ
う
が
、
こ
の
李
は

  

に
作
る
。
本
稿

で
は
、
こ
れ
ら
に
從
い
、  

を
李
字
と
す
る
が
、
理
と
通
じ
て
法
官
と
す
る
語
釋

（
何
琳
儀
「
包
山
竹
簡
選
釋
」『
江
漢
考
古
』1993.4

）
は
こ
こ
に
は
あ
た
ら
な
い
。

李
（

  

）
は
、「
天

が
動
搖
し
て
一
方
に
流
れ
降
ち
、
山
陵
は
毀
た
れ
、
淵

の
水
は
汩
流
と
な
る
」
と
い
う
、
わ
ざ
わ
い
の
き
ざ
し
を
い
う
。

  
□
月
內
（
入
）
月
七
日
□
又
𩃓

⑩
雨
土
。
不

參
職
。
天
雨

喜
喜
⑪

⑩
歳
（

）
は
包
山
楚
簡
・
二
・
二
に
見
え
る
字
（

）
と
同
じ
。
內
は
入
る
。

）
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□
月
に
入
っ
て
七
日
経
っ
た
と
こ
ろ
。
雲
夢
秦
簡
、
土
忌
に
「
凡
て
入
月
七
日
及

び
夏
丑
、
秋
辰
、
冬
未
、
春
戌
，
垣
を
壞
つ
べ
か
ら
ず
，
こ
れ
を
起
せ
ば
必
ず
死

者
あ
り
。
豕
を
殺
し
，
其
の
肉
を
索
が
ざ
れ
ば
必
ず
死
す
」
と
あ
る
。

劉
信
芳
⑨
は
、
李
を
火
星
、

を
木
星
と
解
し
て
、
月
と
交
會
す
る
際
に
妖
異

が
生
ず
る
と
い
う
天
象
説
を
展
開
し
て
い
る
。

睡
虎
地
秦
簡
日
書
甲
篇
・
門
に
は
「
天
李
」
が
あ
り
（「
天
李
正
月
居
子
，
二
月

居
子
，
三
月
居
午
，
四
月
居
酉
，
五
月
居
子
，
六
月
居
卯
，
七
月
居
午
，
八
月
居
酉
，

九
月
居
子
，
十
月
居
卯
，
十
一
月
居
午
，
十
二
月
居
辰
。．
凡
て
此
の
日
は
入
宫

及
び
入
室
す
べ
か
ら
ず
、
入
室
す
れ
ば
必
ず
灭
あ
り
，
入
官
す
れ
ば
必
ず
罪
あ

り
」）、
整
理
班
の
注
釋
に
は
「
天
李
は
即
ち
天
理
」
と
し
て
、『
史
記
』
天
官
書

集
解
の
「
天
理
四
星
」
を
あ
げ
る
。

李
零
⑪
は
、
來
と
子
に
從
う

が
、
來
母
の
頼
字
と
通
假
し
、
ま
た
厲
、
戻
と

相
通
じ
る
と
す
る
。

𩃓
は
電
、

は
『
白
虎
通
』
災
異
に
「
霜
の
言
葉
の
意
味
は
亡
」
と
あ
り
、
亡
に

従
う
こ
の
字
は
霜
で
あ
る
と
す
る
李
學
勤
⑧
の
説
に
従
う
。

⑪
喜
喜
は

、『
春
秋
左
氏
傳
』
襄
公
三
十
年
に
「
或
る
も
の
宋
大
廟
に

び

て
曰
う
。

出
出
。
鳥
亳
社
に
鳴
く
こ
と

と
曰
う
が
如
し
、
甲
午
に
宋

に
大
災
あ
り
」
と
あ
り
、
不
祥
を
知
ら
せ
る
声
。

是

月
閏
之
勿
行
⑫
。
一
月
二
月
三
月
、
是
胃

終
、
亡
奉
□

邦
。
四

月
、
五
月
是
胃

紀
、
亡

⑬
□
□
、

⑫
閏
字
は
、
八
行
文
に
見
え
る
が
、
前
後
の

字
の
た
め
に
意
味
が
取
れ
な
い
。

睡
虎
地
秦
簡
・
為
吏
之
道
・
十
六
に
同
形
の
字
が
見
え
る
。「
是
れ
月
を
失
い
、

閏
の
行
う
勿
き
」
と
は
、
李
の
き
ざ
し
の
あ
る
歲
に
あ
た
り
、
ひ
と
月
の
長
さ
を

失
い
、
ま
た
置
閏
を
行
う
こ
と
が
な
か
っ
た
と
き
を
い
う
。『
春
秋
左
氏
傳
』
文

公
元
年
に
「
是
こ
に
於
い
て
、
三
月
に
閏
す
る
は
禮
に
あ
ら
ざ
る
な
り
、
先
王
の

時
を
正
す
や
、
端
を
始
め
に
履
み
、
正
を
中
に
舉
げ
、
餘
す
を
終
り
に
歸
す
、
端

を
始
め
に
履
め
ば
、
序
は
愆
ら
ず
、
正
を
中
に
舉
げ
れ
ば
、
民
は
惑
わ
ず
、
餘
す

を
終
り
に
歸
す
れ
ば
、
事
は
悖
ら
ず
」
と
あ
っ
て
置
閏
は
歳
末
に
行
う
と
す
る
。

⑬

終
は
歳
末
が
当
を
得
な
い
こ
と
。

紀
は
『
荘
子
』
天
運
に
「
日
月
星
辰
、

其
の
紀
を
行
（
め
ぐ
）
る
」
と
あ
っ
て
、
紀
は
運
行
の
軌
道
。
こ
こ
で
は
そ
の
紀

綱
が
乱
れ
る
こ
と
を
い
う
。

置
閏
を
行
わ
な
か
っ
た
結
果
と
し
て
そ
の
邦
に
あ
ら
わ
れ
る
亡
奉
、
亡

に
た

い
す
る
語
は
と
も
に

字
で
不
詳
で
あ
る
。

字
は
字
形
的
に
は

の
字
と
合
う

が
、『
説
文
解
字
』
の
「
石
を
履
み
水
を
渡
る
也
」
と
い
う
解
に
は
合
致
し
な
い
。

西
䧕
（
域
）
又
吝
⑭
。
如
日
月
既

、
乃
又
鼠
（

）
⑮
、
□
東
䧕

又
吝
。

⑭
䧕
は
『
玉
篇
』
阜
部
に
「
䧕

古
域
字
」
と
あ
る
。
吝
は
『
易
経
』
系
辞
上
に
「
悔

吝
と
は
、
憂
虞
の
象
な
り
」
と
あ
っ
て
、
憂
慮
す
る
こ
と
。

⑮
商
承
祚
②
が
鼠
と
隷
定
し
た
こ
の
字
は
、
睡
虎
地
秦
簡
に
類
似
の
字
形
が
多
く

見
え
る
。
鼠
は

。『
詩
経
』
小
雅
、
雨
無
正
に
「
鼠
思
、
泣
血
し
、
言
と
し
て

疾
ま
ざ
る
な
し
」
と
あ
っ
て
、
思
い
病
む
こ
と
。
ま
た
『
詩
経
』
小
雅
．
正
月
に

「
哀
し
き
か
な
我
小
心
、

憂
し
て
以
て
痒
む
」
と
あ
っ
て
、
憂
い
の
病
を
い
う
。
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吝
の
の
ち
罹
る
病
の
症
状
。『
山
海
經
』
中
山
経
に
は
「
脫
扈
の
山
に
草
あ
り
焉

…
…
名
つ
け
て
植
楮
と
曰
う
、以
て

を
已
む
べ
し
」
と
あ
っ
て
、郭
璞
注
に
「

は
病
な
り
」
と
あ
る
。

□
乃
兵
、

⑯
于
其
王
。
凡

惪
匿
、
女
曰
⑰
亥
（
垓
）。

⑯

字
は
郭
店
楚
簡
・
尊
徳
義
に
同
形
字
が
見
え
、「
旨
を
以
て
其
の
義
を
害
（
𧈸
）

せ
ん
と
欲
す
」
と
あ
っ
て
、
害
と
訓
ん
で
い
る
。

⑰
商
承
祚
②
が
「
惪
匿
」
を
「
側
匿
」
と
解
釈
し
て
以
来
こ
れ
が
通
説
と
な
っ
て

い
る
。

『
尚
書
大
傳
』
卷
三
に
「
朔
に
月 

東
方
に
見
ゆ
。
之
を
側
匿
と
謂
う
」
と
あ
り
、

鄭
玄
注
に
「
側
匿
、
猶
ほ
縮
縮
行
遲
の
貌
の
ご
と
し
」。
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

徳
匿
は
側
徳
、
側
徳
は
縮
肭
と
す
る
。

は
『
説
文
解
字
』
に
「
肭 

朔
に
月
東

方
に
見
ゆ（
朔
日
、東
方
に
月
の
見
え
る
さ
ま
）。
縮
肭
と
謂
う
。
月
に
従
う
内
聲
」

と
あ
る
。
段
注
は

に
つ
く
り
「
月
に
従
う
、肉
聲
」
と
す
る
。

の
音
は
ヂ
ク
。

訓
み
は
、
つ
い
た
ち
づ
き
。
ち
ぢ
む
と
よ
む
。
朔
の
時
刻
が
遅
け
れ
ば
月
と
日
が

離
れ
て
お
り
、
夜
明
け
の
月
の
出
は
日
よ
り
早
く
な
り
、
東
方
に
月
の
見
え
る
さ

ま
。。
反
対
に
朔
の
時
刻
が
早
け
れ
ば
日
暮
れ
の
月
が
日
よ
り
遅
く
沈
む
こ
と
が

推
測
で
き
る
。
本
来
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
外
形
の
縮
む
天
象
を
徳
匿
と
す

る
。し

か
し
な
が
ら
『
漢
書
』
孔
光
傳
に
「
其
の
傳
に
曰
う
。
時
に
日
月
亂
行
有
り
、

朓
、
側
匿
と
謂
う
」
と
あ
り
、
朓
と
側
匿
を
合
わ
せ
て
言
う
。「
晦
に
月
の
西
方

に
見
え
る
を
朓
と
謂
う
」
と
あ
つ
て
、
側
徳
と
同
様
本
来
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

天
象
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
側
徳
は
冒
頭
の
「
月
が
長
さ
を
余
し
た
り
、
足
り
な

か
っ
た
り
し
て
當
を
得
な
い
」現
象
に
内
包
さ
れ
る
。
李
學
勤
⑧
の
い
う
よ
う
に
、

側
徳
は
す
で
に
語
ら
れ
て
お
り
、
こ
と
さ
ら
に
徳
匿
と
し
て
挙
げ
る
必
要
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、『
韓
非
子
』
二
柄
に
「
明
主
の
其
の
臣
を
導
き
制
す
る
所
の
者
は
、
二

柄
の
み
。
二
柄
は
、
刑
・
徳
な
り
。
何
を
刑
徳
と
謂
う
。
曰
く
、
殺
戮
之
を
刑
と

謂
い
、
慶
賞
之
を
徳
と
謂
う
」
と
あ
る
が
、
馬
王
堆
帛
書
「
刑
徳
」
篇
で
は
、
陰

陽
吉
凶
を
推
算
し
て
日
を
擇
ぶ
術
と
な
っ
て
い
る
。
神

と
な
っ
た
刑
・
徳
は
天

上
を
移
動
し
、
そ
の
周
期
に
基
づ
い
て
占
い
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
方
、
諸
子
、
經
典
に
見
え
る
徳
は
、

『
荘
子
』
天
地
「
泰
初
は
有
無
、
有
無
く
名
無
し
、
一
の
起
る
と
こ
ろ
、
一
あ
り

て
い
ま
だ
形
あ
ら
ず
。
物
は
得
て
以
て
生
ず
、
之
れ
を
德
と
謂
う
」

『
管
子
』心
術
上「
虛
無
無
形
之
れ
を
道
と
謂
う
。
萬
物
の
化
育
之
れ
を
德
と
謂
う
」

『
淮
南
子
』
斉
俗
訓
「
性
に
率
い
て
行
う
、之
れ
を
道
と
謂
う
。
其
の
天
性
を
得
る
。

之
れ
を
德
と
謂
う
」

『
禮
記
』
月
令
「
相
に
命
じ
て
德
と
令
を
布
さ
し
め
、
慶
を
行
い
惠
を
施
す
」

『
周
易
』
繫
辭
下
「
天
地
の
大
德
を
生
と
曰
う
、
聖
人
の
大
寶
を
位
と
曰
う
」

と
あ
っ
て
、
萬
物
を
化
育
す
る
天
の
德
を
謂
う
。
今
は
こ
れ
に
従
い
「
天
徳
が
匿

れ
る
」
と
語
釋
す
る
。

「
凡
歲
惪
匿
女
曰
」
の
下
一
字
は
判
読
が
難
し
い
が
、「
凡
て
徳
匿
の
歳
を
安
に

曰
う
」
と
あ
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
を
い
う
語
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。
あ

る
い
は
、『
爾
雅
』
釋
天
の
「
二
月
為
如
」
の
如
か
も
し
れ
な
い
が
、
文
章
が
繋

が
ら
ず
意
味
は
判
然
と
し
な
い
。
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隹
（
惟
）
邦
所
五

⑱
之
行
。
卉
木
民
人
以
風
⑲
四
淺
（
踐
）
之
尚
（
常
）、

□
□
上

三
寺
是
行
⑳
。

⑱
徳
匿
の
歳
に
あ
た
っ
た
邦
の
日
常
に
は
五
つ
の
妖
が
生
じ
る
と
い
う
。
冒
頭
の

文
か
ら
す
れ
ば
、
天
地
日
月
星
辰
に
生
じ
る
。

⑲
風
の
字
は
八
行
文
（
一
．
三
一
）
に
見
ら
れ
る

に
字
形
が
似
る
。『
莊
子
』

•
天
下
篇
に
「
墨
翟
、
禽
滑
釐
其
の
風
を
聞
き
而
し
て
之
を
說
び
、
之
を
為
す

こ
と
大
過
」
と
あ
っ
て
、〔
禹
の
〕
遺
風
と
す
る
。
ま
た
後
文
の
四
興
と
も
関
わ

る
が
、『
漢
書
』
禮
樂
志
に
「
四
興
遞
代
し
て
八
風
を
生
む
」
と
あ
る
。

淺
は
踐
。
饒
宗
頤
⑤
の
引
く
『
詩
經
』
鄭
風
·
東
門
之

「
有
踐
家
室
」
の
毛

傳
「
踐
、
淺
也
」
に
よ
る
。

こ
こ
で
は
「
草
木
と
人
は
四
時
の
運
行
の
常
と
し
て
四
方
の
風
に
依
る
」
と
語
釋

す
る
。

⑳
上

は
天
夭
。『
詩
経
』
小
雅
．
正
月
に
「
民
に
今
之
れ
祿
無
し
、
天
は
夭
し

是
れ
椓
す
」
と
あ
る
。
三
時
は
春
、夏
、秋
。『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
』
経
法
〈
論
約
〉

に
「
三
時
成
功
、
一
時
刑
殺
、
天
地
の
道
な
り
」
と
あ
る
。

惟
惪
匿
𣥕

三
寺
、
皆
𡢖
之
以
素
（
服
）
降
（
物
）
㉑
、
是
月
以
婁
（
數
）

為
之
□
㉒
。

㉑
𡢖
は
繋
る
こ
と
。「
繋
け
る
」
は
睡
虎
地
秦
簡
日
書
に
見
え
、「
こ
れ
に
繋
け
て
」

と
讀
む
。（「
徹
，
大
徹
，
利
戰
伐
，
不
可
以
見
人
、
娶
妻
、
嫁
女
，
出
入
人
民
、

畜
牲
。
祠
，
必
斗
（
激
し
く
）
見
血
。
以
生
子
，
死
。
亡
者
，
得
。
以
繫
，
久
。

正
月
以
朔
多
雨
，
歲
善
，
無
兵
」）。

素
降
を
、饒
宗
頤
⑤
は
、『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
十
七
年
に
「
唯
正
月
朔
、慝
（
陰

気
）
の
未
だ
に
作
ら
ず
に
、
日
之
を
食
す
る
有
り
、
是
に
於
い
て
、
鼓
を
伐
ち
幣

を
用
い
る
こ
と
有
る
は
禮
な
り
、
其
餘
は
則
ち
否
せ
ず
。
大
史
曰
う
、
此
の
月
に

在
っ
て
、
日
は
過
分
に
し
て
い
ま
だ
至
ら
ず
、
三
辰
に
災
有
り
、
是
に
於
い
て
百

官
は
降
物
す
」
と
あ
る
の
を
引
き
、
素

を
幣
と
釋
し
て
奉
幣
と
す
る
。
し
か

し
杜
預
注
に
は
「
降
物
、
素
服
」
と
あ
っ
て
、
孔
穎
達
疏
に
は
「
降
物
と
は
其
の

物
采
を
減
（
へ
ら
）
す
を
謂
う
」
と
あ
る
。
今
は
こ
の
杜
預
説
に
従
う
。
江
陵
天

星
觀
一
號
墓
、
遣
策
簡
に
は
類
似
す
る
素
（

）
が
あ
り
、
ま
た
糸
の
下
部
を

巾
に
作
る
字
例
は
、
曾
侯
乙
墓
竹
簡
（
文
字
編
二
八
三
〜
三
一
二
）
に
多
く
見
え

る
。

㉒
婁
の
字
は
包
山
楚
簡
・
一
六
一
に
婁
臣
、
婁
它
（
人
名
）
と
あ
る
も
の
と
同
形

（

）。『
詩
経
』、
桓
に
「
萬
邦
を
綏
じ
、
豐
年
を
婁
う
」
と
あ
っ
て
、
傳
に
「
婁
、

亟
な
り
。
亟
は
、
數
な
り
」
と
曰
う
。
こ
こ
で
は
「
數
え
る
」
と
讀
む
。

後
文
の
「
未
だ

（
擬
）
し
て
以
て
則
と
為
す
を
智
（
知
）
ら
ず
」
の
一
文
か

ら
す
れ
ば
、「
之
」
に
つ
づ
く
不
詳
の
□
に
は
、則
が
入
る
と
お
も
わ
れ
る
。

は
、

『
説
文
解
字
』
卷
十
四
、
孴
（

部
、
魚
紀
切
）
に
「
盛
ん
な
皃
。

に
从
い
曰

に
从
う
。

の
よ
う
に
讀
む
」
と
あ
る
。
饒
宗
頤
⑤
は
こ
の
読
み
か
ら
「
此
れ

讀
ん
で
擬
と
為
す
」
と
い
う
。
李
學
勤
⑧
は
（
第
二
篇
楚
帛
書
研
究
、
第
六
節
）、

を
存
と
釋
し
て
「
察
す
る
」
意
と
す
る
。
両
釋
と
も
に
、
本
文
の
解
釋
と
し
て

不
足
は
な
い
が
、「
數
を
以
て
」
を
う
け
る
に
は
「
擬
す
る
」
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。

後
文
に
あ
る
よ
う
に
、
民
は
こ
れ
に
依
っ
て
「
歲
を
智
る
」
こ
と
が
で
き
る
。

（



子
彈
庫
「
楚
帛
書
」
十
三
行
文
釋
注

一
三
〇

隹
□
又
二
□
、
隹

惪
匿
、
出
自
黃

（
淵
）
㉓
。
土
身
亡
□
、
出
內
□
、

同
乍

下
凶
。

㉓
『
易
経
』
坤
に
「
天
玄
而
地
黄
」
と
あ
り
、
黃

は
地
底
の
淵
を
言
う
。
楚
帛

書
と
同
出
の
帛
畫
「
人
物
御
龍
帛
畫
」
は
墓
主
の
「
引
魂
昇
天
」
を
写
す
と
さ
れ

る
が
、
龍
舟
は
魚
の
泳
ぐ
地
の
淵
か
ら
出
て
墓
主
を
載
せ
昇
天
す
る
。
圖
象
の
形

式
は
馬
王
堆
帛
畫
と
同
じ
。

李
の
徳
匿
（
の
原
因
）
が
、
地
の
淵
か
ら
出
る
と
す
れ
ば
、
土
身
は
地
上
と
推

測
さ
れ
る
。「
土
身
に
□
が
亡
く
、
□
（

？
）
か
ら
の
出
入
り
と
同
じ
く
し
て
」

と
い
う
の
は
、

字
の
た
め
に
意
味
が
定
か
で
は
な
い
が
、
其
の
下
に
凶
（
ま
が

ご
と
）
を
作
す
と
假
に
釋
す
。

日
月
皆

、星
㫳
不

（
界
）
㉔
。
日
月
既

、
季
乃
弋
。
寺
雨
進
退
、

亡
又
尚
𠄨
㉕
。

㉔

は
冂
の
古
文
。『
説
文
解
字
』
卷
五
、（
冂
部　

古
熒
切
）
に
「
邑
外
之
を
郊

と
謂
う
、
郊
外
之
を
野
と
謂
う
、
野
外
之
を
林
と
謂
う
、
林
外
之
を
冂
と
謂
う
。

遠
界
を
象
る
。
凡
て
冂
の
屬
は
皆
な
冂
に
从
う
。
　

古
文
の
冂
从
囗
、
國
邑
を

象
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
星
辰
の
領
界
と
釋
す
。

㉕
弋
は

の
初
形
で
、

聲
。

は
、『
説
文
解
字
』
卷
十
、
心
部
、
他
得
切
「
更

改
す
る
こ
と
。
心
に
従
う
弋
聲
」
と
あ
る
。『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
』
論
約
に
「
四

時
に
し
て
定
り
、
爽
わ
ず

わ
ず
、
常
に
法
式
有
る
は
、
天
地
の
理
な
り
」
と
あ

る
も
の
。

𠄨
は
恒
。『
説
文
解
字
』
恆
に
「
𠄨

古
文
の
恆
は
月
に
從
う
。『
詩
経
』
に
曰
う
。

月
の
恆
の
如
し
」
と
あ
る
。
ま
た
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
』
経
法
に
「
天
地
の
恆
常
、

四
時
、
晦
明
、
生
殺
、
柔
剛
」
と
あ
る
。

日
月
は
皆
乱
れ
、
星
辰
は
領
界
せ
ず
。
日
月
が
既
に
乱
れ
、
歳
季
は
取
っ
て
代
る
。

季
節
の
雨
に
恒
常
が
亡
く
な
る
こ
と
を
い
う
。

恭
民
未
智
（
知
）

（
擬
え
て
）
以
為
則
、
母
（
毋
）
童
（
動
）
群
民
以

□
則
、
三
𠄨
（
恒
）
發
、
四
興
鼠
㉖
、
以
□
天
尚
（
常
）。

㉖
先
の
「
婁
（
數
）
を
以
て

す
」
と
い
う
行
為
者
が
、「
素
（
服
）
降
（
物
）

を
以
っ
て
す
る
」
と
い
う
在
官
の
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
こ
に
言
う
恭
民

と
は
、
為
政
者
に
繋
が
る
在
官
の
者
と
い
え
る
。
ま
た
群
民
は
、
後
文
の
「
民
人

弗
智
歲
」
の
民
人
と
な
る
。
何
淋
儀
⑥
は
『
漢
書
』
揚
雄
傳
上
の
「（
揚
）
雄
心

之
を
壯
と
し
，作
賦
每
に
、常
に
之
に
擬
え
以
て
式
と
為
す
」
を
引
い
て
、「
（
擬
）

し
て
以
て
則
と
為
す
」
の
傍
証
と
す
る
が
、
文
脈
、
時
代
と
も
に
か
け
離
れ
て
い

る
。下

文
に
あ
る
天
尚
の
語
か
ら
し
て
、
三
𠄨
は
、
何
淋
儀
⑥
に
言
う
よ
う
に
、
天

地
人
の
恒
常
、
四
興
は
四
時
の
盛
行
と
考
え
ら
れ
る
。『
管
子
』
君
臣
上
「
天
に

常
象
有
り
、
地
に
常
形
有
り
、
人
に
常
禮
有
り
、
一
た
び
設
ら
れ
て
更
ら
ず
。
此

れ
を
三
常
と
謂
う
」。『
國
語
』
晋
語
四
「
玉
帛
酒
食
、
猶
ほ
糞
土
の
ご
と
し
，
糞

土
を
愛
し
て
以
て
三
常
を
毀
つ
」
と
あ
る
。
先
に
引
い
た
『
漢
書
』
禮
樂
志
に
「
四

興
遞
代
し
て
八
風
を
生
む
」
と
あ
り
、應
劭
注
に
「
四
時
遞
代
し
て
陰
陽
を
成
し
、

八
風
以
て
生
ず
」
と
あ
っ
て
、
四
時
を
い
う
。

皆
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群
神
五
正
㉗
、
四
晨
（
辰
）
堯
羊
（
祥
）。
建
㉘
𠄨

民
。
五
正
乃
明
、

百
神
是

（
享
）。
是
胃
惪
匿
群
神
乃
惠
。

㉗
『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
二
十
九
年
に
「
故
に
五
行
の
官
あ
り
、
是
れ
を
五
官
と

謂
う
、
實
に
列
し
て
氏
姓
を
受
け
、
封
し
て
上
公
と
す
、
祀
り
て
貴
神
と
為
す
。

社
稷
の
五
祀
、
是
れ
尊
び
是
れ
奉
ず
、
木
正
を
句
芒
と
曰
い
、
火
正
を
祝
融
と
曰

い
、金
正
を
蓐
收
と
曰
い
、水
正
を
玄
冥
と
曰
い
、土
正
を
后
土
と
曰
う
」
と
あ
っ

て
、
こ
こ
で
は
五
正
は
祀
ら
れ
る
貴
神
で
あ
る
。

『
馬
王
堆
帛
書
』
十
六
經
・
五
正
に
は
「
黄
帝
閹
冉
に
問
い
て
曰
う
。
吾
五
正

を
布
き
施
さ
ん
と
欲
す
。
焉
に
か
止
め
、
焉
に
か
始
め
ん
。
對
え
て
曰
う
。
…
中

略
…
五
正
を
既
に
布
し
、
以
て
五
明
を
司
ら
し
む
」
と
あ
る
。《
老
子
乙
本
及
卷

前
古
佚
書
》
釋
文
注
（
一
九
七
四
年
）
に
は
『
管
子
』
禁
蔵
篇
の
「
五
正
を
發
し
、

薄
罪
を
赦
し
、
拘
民
を
出
し
、
仇
讎
を
解
く
は
時
功
を
建
つ
所
以
な
り
」
を
挙
げ
、

ま
た
四
時
篇
で
は
、「
五
正
」
を
「
五
政
」
と
し
、
四
時
に
発
せ
ら
れ
る
政
令
で

あ
る
と
す
る
。
篇
中
に
は
、
春
は
甲
乙
の
日
、
夏
は
丙
刃
の
日
、
秋
は
庚
辛
の
日
、

冬
は
壬
癸
之
日
に
發
せ
ら
れ
、
各
々
一
政
か
ら
五
政
ま
で
の
宜
禁
が
示
さ
れ
て
い

る
。「
群
神
五
正
、四
晨
（
辰
）
堯
羊
（
祥
）。
建
亙

民
。
五
正
乃
明
」
の
文
意
は
、

『
管
子
』
四
時
篇
の
「
五
政
」
に
似
る
。

『
鹖
冠
子
』
度
萬
に
は
「
天
地
陰
陽
稽
み
て
身
よ
り
取
る
、
故
に
五
正
を
布
し

以
て
五
明
を
司
ら
し
む
」「
龐
子
は
曰
う
。
敢
て
五
正
を
問
う
。

冠
子
曰
う
。

神
化
有
り
，
官
治
有
り
，
教
治
有
り
，
因
治
有
り
，
事
治
有
り
」
と
あ
る
。

関
連
し
て
、
四
時
思
想
と
も
い
え
る
論
を
展
開
す
る
も
の
に
、『
春
秋
繁
露
』

が
あ
る
。
四
時
之
副
篇
に
「
天
に
四
時
あ
り
、
王
に
四
政
あ
り
、
四
政
は
四
時
の

若
し
」
と
あ
り
、
ま
た
「
四
政
の
以
て
相
い
干
す
る
を
う
べ
か
ら
ず
は
，
猶
ほ
四

時
の
相
い
干
す
る
を
う
べ
か
ら
ず
が
ご
と
し
。
四
政
の
以
て
處
を
易
え
う
べ
か
ら

ず
は
，
猶
ほ
四
時
の
處
を
易
え
う
べ
か
ら
ず
が
ご
と
し
」
と
い
う
。

㉘
建
の
字
は
『
郭
店
楚
簡
』の『
老
子
』乙
一
〇
の

に
似
る
。「
是
以
建
言
又
之
」

と
あ
る
。

『
論
語
』
泰
伯
に
「
巍
巍
乎
、唯
だ
天
の
み
を
大
と
為
す
、唯
だ
堯
の
み
之
に
則
る
」

と
あ
る
。
堯
が
能
く
天
に
法
と
り
教
化
を
行
っ
た
の
で
。
後
に
帝
王
の
盛
德
と
太

平
の
盛
世
を
「
堯
天
」
と
稱
頌
す
る
。
あ
る
い
は
饒
と
通
じ
て
冨
み
足
る
こ
と
。

帝
曰
㉙
繇
（
由
）
敬
之
哉
。
母
（
毋
）
弗
或
敬
。

㉙
八
行
文
か
ら
推
測
す
る
と
帝
は
炎
帝
。
繇
は
由
。
郭
店
楚
簡
・
尊
徳
義
九
・

二
四（

   

）で
は「
道
を
知
り
而
る
后
に
行
い
を
知
る
。
礼
に
繇
っ
て
樂
を
知
り
、

樂
に
繇
っ
て
哀
を
知
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、

伯

簋
（4302

）
に
は
「
王
若
く

の
ご
と
く
曰
う
。

白
（
伯
）

よ
、

（
あ
あ
）
乃
の
且
（
祖
）
考
自
り
、
周

邦
に
爵
又
（
有
）
り
」
と
あ
っ
て
、
感
嘆
詞
で
あ
る
。

隹
天
乍
福
、
神
則
各
（
格
）
之
。
隹
天
乍

、
神
則
惠
之
。
欽
敬
隹
備
、

天
像
是
惻
𢦩
（
成
）
㉚
。

天
が
福
、

を
作
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
洪
範
五
行
傳
に
「
維
れ
王
、
后
（
き

み
）
た
る
の
元
祀
、
帝
、
大
禹
に
令
（
命
）
じ
て
、
上
帝
に
歩
（
お
）
さ
し
む
。

維
の
時
、
供
（
お
お
）
ひ
に
六

を
祀
り
て
、
用
て
下
よ
り
咎
（
き
わ
）
む
。
是
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を
用
て
畏
れ
ず
し
て
而
ち
神
の
怒
る
を
知
る
。
若
（
も
）
し
六

の
見
を
作
（
お

こ
）
し
、
是
く
の
若
く
共
（
つ
つ
）
し
み
禦
（
と
ど
）
め
れ
ば
、
帝
用
て
神
を
差

（
た
が
）
へ
ざ
れ
ば
、
則
ち
怒
ら
ず
、
五
福
乃
ち
降
り
て
、
用
て
下
に
章
ら
か
な

ら
ん
。
若
し
六

の
見
を
作
（
お
こ
）
し
、
若
く
の
ご
と
く
共
（
つ
つ
）
し
み
禦

（
と
ど
）
め
ざ
れ
ば
、
六
伐
既
に
侵
し
、
六
極
其
の
下
に
あ
り
」
と
あ
る
も
の
が

参
考
と
な
る
。

ま
た
、
神
が
そ
れ
を
格
す
、
惠
す
こ
と
に
つ
い
て
、『
荘
子
』
在
宥
篇
に
は
神

は
黄
帝
の
名
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

黃
帝
立
ち
て
天
子
と
為
り
て
十
九
年
，
令
を
天
下
に
行
う
。
廣
成
子
の
空
同
之

山
に
在
る
を
聞
き
，
故
に
往
き
之
れ
に
見
え
て
曰
う
。
我
吾
子
の
至
道
に
達
す

る
を
聞
く
，
敢
え
て
至
道
の
精
を
問
う
。
吾
は
天
地
の
精
を
取
り
，
以
て
五
穀
を

佐
け
，
以
て
民
人
を
養
わ
ん
と
欲
す
。
吾
ま
た
陰
陽
を
官
し
，
以
て
群
生
を
遂
げ

ん
と
欲
す
，
之
を
為
す
こ
と
柰
何
。

同
様
に
乱
れ
を
正
そ
う
と
す
る
者
と
し
て
雲
の
神
雲
將
の
名
も
み
え
る
。

天
氣
は
合
せ
ず
、
地
氣
は
鬱
結
し
、（
陰
陽
風
雨
晦
冥
の
）
六
氣
は
調
わ
ず
、

四
時
に
は
節
な
し
。
今
我
は
六
氣
の
精
を
合
せ
、
以
て
群
生
を
育
ま
ん
こ
と
を
願

う
、
こ
れ
を
為
す
こ
と
奈
何
。

㉚
欽
は
包
山
楚
簡
・
一
四
三
の

と
同
じ
。
後
文
の
「
不
欽
前
行
」
か
ら
類
推

し
た
。
𢦩
は
『
説
文
解
字
』
卷
十
四
（
戊
部
氏
征
切
）
に
「
成
、
就
也
。
戊
に

从
い
丁
聲
。
𢦩
は
古
文
の
成
。
从
午
」
と
あ
っ
て
、
古
文
の
成
。

隹
天
乍
下
民
之
䄀
。
敬
之
母
（
毋
）
弋
（

、更
改
）。
民
勿
用
𨑓
㉛
（
起
）

□
、
百
神
山
川
澫
浴
不
欽
前
行

䄀
を
式
と
釋
し
て
、
式
圖
と
す
る
李
學
勤
⑧
の
説
に
従
う
意
見
も
多
い
が
、
天
が

人
の
爲
に
式
圖
を
作
っ
た
と
は
解
し
が
た
い
。
前
文
の
「
天
像
是
惻
𢦩
（
成
）」

か
ら
す
れ
ば
、「
䄀
」
は
『
論
語
』
陽
貨
篇
に
孔
子
の
い
う
「
天
何
を
か
言
わ
ん
哉
。

四
時
行
わ
れ
焉
，
百
物
生
ず
焉
」、
す
な
わ
ち
「
自
ず
と
そ
う
な
る
し
く
み
」
と

解
す
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

㉛
𨑔
は
、『
説
文
解
字
』
に
「
古
文
起
从
辵
」
と
あ
っ
て
、
起
の
古
文
。
包
山
楚

簡
一
六
四
に
同
字
が
あ
る
。

こ
こ
に
「
前
行
」
と
隷
定
し
た
下
部
の

け
た
「
前
」
字
を
、饒
宗
頤
⑤
は
「
之
」

と
す
る
が
、前
後
に
在
る
「
之
」
の
上
部
と
は
字
形
が
異
な
る
。
前
文
に
在
る
、「
天

乍

、
降
于
亓
方
、
山
陵
亓

、
又

汨
」
等
の
李
の
き
ざ
し
を
、
前
行

と
解
す
る
。

民
祀
不

（
莊
）
32
、
帝

（
將
）
繇
以
亂
□
之
行

32
商
承
祚
が
、
宋

公
之
孫

亥
鼎
（
集
成2588

）
の

字
を
、
荘
と
隷
定
し

て
以
来
こ
れ
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

民
の
祭
祀
が
荘
重
さ
を
失
え
ば
、
天
帝
は
「
亂
□
」
の
行
い
を
す
る
と
い
う
。
先

に
引
い
た
洪
範
五
行
傳
の
「
六
伐
既
に
侵
し
、
六
極
其
の
下
に
あ
り
」
と
あ
る
も

の
が
参
考
と
な
る
。
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第
七
號

民
則
又

（
穀
）
33
、亡
又
（
有
）
相
憂
（
擾
）。
不
見
陵
□
、是
則
鼠
至
、

33
穀
は
美
善
な
こ
と
。『
詩
経
』
陳
風
·
東
門
之
枌
に
「
穀
旦
に
于
差
す
、
南
方

の
原
に
」
と
あ
る
。『
管
子
』
禁
藏
に
「
氣
情
を
營
ま
ざ
れ
ば
、
則
ち
耳
目
は
穀
、

衣
食
足
る
」
と
あ
る
。

民
人
弗
智

34
、
則
無

祭
□　

則
役
民
少
有
□
土
事
勿
從
凶
35
。

34
「

を
智
る
こ
と
弗
け
れ
ば
」
の
「
歳
」
は
、
八
行
文
に
見
え
る
歳
と
四
時
の

形
成
か
ら
見
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

（
雹
戯
は
女
を
娶
り
、
子
が
生
ま
れ
た
。）
日
月
の
生
ま
れ
る
以
前
に
、
子
の
四

神
が
交
代
し
て
行
き
、
歳
を
形
成
し
、
四
時
が
で
き
た
。〔
未
有
日
月
、
四
神
相

弋
（
代
）、
乃
行
以
為
歲
。
是
隹
（
惟
）
四
寺
（
時
）〕

炎
帝
は
祝
融
に
命
じ
、
四
神
を
ひ
き
い
て
（
地
に
）
降
り
、
三
天
を
安
定
さ
せ
、

四
極
を
安
定
さ
せ
た
。

〔
炎
帝
乃
命
祝
融
、
以
四
神
降
、
奠
三
天
□
、
思
（
使
）
奠
四
亟
（
極
）〕

李
零
⑪
の
一
三
行
文
の
帛
書
釋
文
（
四
五
頁
）
に
、
旧
釋
を
補
正
し
て
次
の
よ

う
に
言
う
。

甲
篇
（
十
三
行
文
）
の
中
心
と
な
る
話
題
は
「
歳
（
ひ
と
と
し
）」
で
あ
る
。

歳
の
字
は
甲
篇
中
に
六
回
現
わ
れ
、
こ
こ
で
は
第
一
に
「
李
歳
」
の
解
釋
、
第
二

に
「
凡
て
歳
の
徳
匿
」
の
引
き
起
こ
す
災
異
、第
三
に
「
民
人
が
歳
を
知
ら
な
い
」

こ
と
か
ら
お
こ
る
危
害
を
説
い
て
い
て
、
ど
れ
も
み
な
「
歳
」
と
關
り
が
あ
る
。

こ
の
篇
の
重
点
は
「
則
匿
」
を
説
く
こ
と
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
災
異
に

及
ぶ
。
前
人
は
こ
の
篇
は
天
象
を
講
釋
す
る
も
の
と
し
て
い
た
が
、
再
検
証
の
結

果
、
従
前
考
察
さ
れ
た
星
の
名
、「
天

」、「
李
星
」、「
歳
星
」
は
當
た
ら
な
い
。

文
中
で
広
く
「
日
月
星
辰
」
を
言
う
の
を
除
い
て
、
特
定
の
星
の
名
前
、
彗
悖
雲

の
名
は
そ
こ
に
は
（
し
め
さ
れ
て
い
）
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
劉
樂
賢
⑭
に
考
察
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

孔
家
坡
漢
簡
《
日
書
》
中
に
篇
の
原
題
を
「
歲
」
と
す
る
も
の
が
あ
り
（
簡

四
五
八
至
四
七
八
）、
甚
だ
注
意
に
値
す
る
。
孔
家
坡
漢
簡
《
日
書
》
の
內
容
は

基
本
的
に
み
な
各
種
の
時
日
吉
凶
の
選
擇
方
法
を
講
じ
て
い
る
、
し
か
し
な
が
ら

「
歲
」
篇
の
重
點
は
「
歲
」
と
時
令
を
講
ず
る
に
あ
る
。
他
と
較
べ
て
顯
ら
か
に

特
異
な
も
の
で
あ
る
。

「
歲
」
は
簡
文
原
有
の
篇
題
で
、
簡
四
五
八
の
は
じ
め
に
書
さ
れ
て
い
る
。
睡

虎
地
秦
簡
《
日
書
》
甲
種
中
に
も
ま
た
一
篇
の
「
歲
」
と
篇
題
す
る
も
の
が
あ
る
。

睡
虎
地
秦
簡
《
日
書
》「
歲
」
篇
の
「
歲
」
は
神

（
神
は
人
を
助
け
る
も
の
で

吉
神
、

は
殺
で
凶
神
を
表
す
。
著
者
注
）
の
名
前
、
ま
た
は
『
淮
南
子
』
天
文

訓
の
「
太
歲
」
で
あ
る
。
內
容
よ
り
看
れ
ば
、
孔
家
坡
漢
簡
《
日
書
》」「
歲
」
篇

の
「
歲
」
は
特
に
某
一
神

を
指
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
、。

當
該
題
中
の
「
歲
」
は
即
ち
簡
四
六
○
の
「
是
に
於
い
て
日
を
令
し
て
月
に
當
ら

し
め
、
月
を
令
し
て
歲
に
當
ら
し
む
こ
と
、
各
十
二
時
」
の
「
歲
」
に
應
ず
る
。

郭
店
楚
簡
「
太
一
生
水
」
の
「
歲
を
成
し
て
止
む
」
と
「
楚
帛
書
」
の
「
乃
ち
止

き
て
歲
を
な
す
」
の
「
歲
」
は
、
お
お
む
ね
こ
の
「
歲
」
篇
の
篇
題
名
の
「
歲
」

の
含
む
字
義
と
相
い
同
じ
で
あ
る
。

35
役
民
の
役
字
は
、
上
海
博
物
館
蔵
竹
簡
『
容
成
氏
』
十
六
の
「

役
至
ら
ず
、

袄
羕
行
わ
れ
ず
」
と
あ
る

に
似
る
。
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読
惟
れ
□
□
□
、
月
は
則
ち

し
て
、
其
の
尚
（
當
）
を

（
得
）
ず
、
春
夏

秋
冬
、
□
（
亂
？
）
あ
り
尚
（
常
）
あ
り
。
日
月
星
㫳
、
其
の
行
い
を
亂

（
失
）

し
、

は
□
を

（
失
）
っ
て
、
卉
木
に
尚
（
常
）
な
し
、
□　

（
妖
）。

天

（
地
）
は
羕
（
祥
）
を
作
し
、天

は

（
將
）
に

（
蕩
）
を
作
し
て
、

其
の
方
に
降
ら
ん
と
す
。
山
陵
は
其
れ

れ
て
、

（
淵
）
に
は

（
厥
）
の
汨

〔
流
〕
あ
り
、
是
れ
を
李
と
胃
（
謂
）
う
。

李
の
歲
の
□
月
、
月
の
內
（
入
）
の
七
日
に
は
□
𩃓

（
霜
）、
雨
土
あ
っ
て
、

其
れ
參
職
す
る
を
得
ず
。
天
雨
は
喜
喜
た
り
。
是
れ
月
を

（
失
）
し
、
閏 

之

れ
行
う
勿
し
。
一
月
二
月
三
月
は
、
是
れ
を

終
と
胃
い
、
其
の
邦
に
奉
□
す
る

な
し
。
四
月
、
五
月
は
是
れ
を
亂
紀
と
胃
い
、

は
亡
□
□
、

（
歲
）
と
し
て
西
䧕
（
域
）
に
吝
（
う
れ
い
）
あ
り
。
か
く
の
如
く
日
月 

既
に
亂
れ
れ
ば
、乃
ち
鼠
（

）
あ
り
、□
東
䧕
に
は
吝
あ
り
、□
乃
ち
兵
が
あ
っ

て
、
其
の
王
を

（
害
）
す
。
凡
て

の
徳
匿
に
は
、
女
（
安
）
□
亥
（
垓
）
に

曰
う
。
隹
れ
邦
所
に
五

の
行
い
あ
り
、
卉
木
、
民
人
は
以
て
四
淺
（
踐
）
の
尚

（
常
）に
風
す
、□
□ 

上

の
三
寺
に
是
れ
行
わ
れ
れ
ば
、𡢖
け
て
素（
服
）降（
物
）

を
以
い
、
是
の
月
に
婁
（
數
）
を
以
い
て
、

（
擬
）
し
て
之
が
□
を
為
す
。

隹
れ
李
の
徳
匿
は
、
黃

（
淵
）
よ
り
出
で
、
土
身
に
は
□
な
く
、
出
內
（
入
）

□
、
同
じ
く
其
の
下
に
凶
を
作
す
。
日
月
は
皆
な
亂
れ
、
星
㫳
は

（
界
）
せ
ず
。

日
月
既
に
亂
れ
れ
ば
、
季
は
乃
ち
弋
（
代
）
り
、寺
（
時
）
雨
の
進
退
に
尚
（
常
）

𠄨
（
恆
）
な
し
。

恭
民
は
未
だ

（
擬
）
し
て
以
て
則
を
為
る
を
智
（
知
）
ら
ず
、
群
民
以
て
則

に
□
し
て
童
（
動
）
く
こ
と
母
（
毋
）
け
れ
ば
、
三
𠄨
（
恒
）
は
發
（
廃
）
れ
、

四
興
は
鼠
（
や
）
み
、
以
て
天
尚
（
常
）
を
□
す
。

群
神
の
五
正
、
四
晨
（
辰
）
は
堯
羊
（
祥
）。
𠄨
を
建
て
民
を

か
す
。
五
正

乃
ち
明
か
な
れ
ば
、
百
神
は
是
れ

（
享
）
す
。
是
れ
徳
匿
る
も
、
群
神
は
乃
ち

惠
す
と
胃
う
。

帝
は
曰
う
「
繇
（
あ
あ
）
之
を
敬
し
、或
は
敬
せ
弗
る
こ
と
母
（
毋
）
れ
」
と
。

隹
れ
天
は
福
を
乍
し
、神
は
則
ち
之
れ
を
各
（
格
）
す
。
隹
れ
天
は

を
乍
し
、

神
は
則
ち
之
を
惠
す
。
欽
し
み
敬
っ
て
隹
れ
備
え
よ
。
天
像
は
是
れ
惻
（
す
な
わ

ち
）
𢦩
（
成
）
る
。
隹
れ
天
は
下
民
の
䄀
を
作
る
。
之
れ
を
敬
い
弋
（

・
改
）

す
る
こ
と
母
（
毋
）
れ
。

民 

用
て
𨑓
（
起
）
□
勿
け
れ
ば　

百
神
山
川
澫
（
漫
）
浴
は
、
前
行
を
欽
し

ま
ず
。
民 

祀
り

（
敬
）
う
こ
と
な
け
れ
ば
、
帝
は

（
將
）
に
繇
っ
て
以
て

亂
□
を
行
な
わ
ん
と
す
。

民
則
ち

（
穀
）
す
る
こ
と
又
れ
ば
、相
憂
（
擾
）
あ
ら
ず
、陵
□
を
見
わ
さ
ず
。

是
れ
則
ち
鼠
至
る
も
、
民
人

を
智
る
こ
と
弗
け
れ
ば
、
則
ち

祭
□
無
く　

則

ち
役
民
は
少
し
く
土
事
に
□
有
れ
ば
從
う
勿
し　

凶
。

現 

代 

語 

譯

こ
れ
は
□
□
、
ひ
と
月
が
長
さ
を
余
し
た
り
、
足
り
な
か
っ
た
り
し
て
當
を
得
な

い
こ
と
が
（
原
因
と
な
っ
て
）、
四
時
（
春
夏
秋
冬
）
が
亂
れ
て
通
常
の
交
替
に

そ
ぐ
わ
ぬ
こ
と
（
結
果
）
と
な
る
。

日
月
星
辰
の
め
ぐ
る
（
軌
道
の
）
亂
失
も
、
ひ
と
月
の
長
短
が
当
を
得
な
い
こ
と

（
さ
き
の
原
因
）
に
よ
る
。（
結
果
と
し
て
）
草
木
に
と
っ
て
も
常
が
な
く
な
る
。

□
□
「

」
で
あ
る
。



一
三
五

漢
字
學
硏
究　

第
七
號

天
地
は
き
ざ
し
を
あ
ら
わ
し
、
天

が
動
搖
し
て
一
方
に
流
れ
降
り
、
山
陵
は
毀

た
れ
、
淵
の
水
は
汩
流
す
る
。
是
れ
を
「
李
」
と
謂
う
。

李
の
（
き
ざ
し
の
あ
る
）
歲
の
□
月
に
內
（
入
）
る
と
、
月
の
七
日
に
は
、
□
𩃓

（
か
み
な
り
）

（
き
り
）、
土
ま
じ
り
の
雨
が
生
じ
て
、（
人
は
）
そ
の
職
（
し

ご
と
）
に
参
畫
從
事
し
得
え
な
く
な
り
〔
後
に
云
う
天
の
作
っ
た
し
く
み
に
従
う

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
〕、
天
雨
は
喜
喜
と
し
て
降
る
。

ひ
と
月
が
長
さ
を
失
い
、
そ
の
う
え
置
閏
を
行
う
こ
と
が
な
い
と
き
の
一
月
二
月

三
月
は
是
れ
を
「

終
」
と
謂
い
、
そ
の
邦
は
□
を
奉
ず
る
こ
と
が
な
く
な
る
。

四
月
、
五
月
は
是
れ
を
「
亂
紀
」
と
謂
い
、
□
□
を

す
る
こ
と
が
な
く
な
る
。

そ
の
歳
に
は
西
の
国
に
憂
い
が
あ
り
、か
く
も
既
に
日
月
が
乱
れ
れ
ば
、乃
ち
（

の
）
病
が
お
こ
る
。
東
の
国
に
も
憂
い
が
あ
り
、
兵
が
お
こ
り
、
王
が
害
さ
れ
る

（
結
果
と
な
る
）。

凡
そ
「
歲
」
と
し
て
「
徳
匿
」
に
な
る
と
、
か
く
の
如
く
□
と
曰
わ
れ
る
。
徳
匿

の
歳
に
あ
た
っ
た
邦
の
日
常
に
は
（
天
地
日
月
星
辰
）
五
つ
の
妖
が
生
じ
る
。
草

木
と
人
は
、
四
時
の
運
行
の
常
と
し
て
四
方
の
風
に
依
る
の
で
、
□
□ 

上

が

三
時
（
春
夏
秋
）
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

徳
匿
の
歳
の
三
時
（
春
夏
秋
）
に
は
（
通
常
）
こ
れ
に
繋
げ
て
、（
質
素
な
）
素

服
を
着
用
し
供
物
を
降
ろ
し
て
対
応
し
、
是
の
月
の
有
り
さ
ま
を
（
し
く
み
に
照

ら
し
て
）
模
し
、
術
數
で
た
だ
す
。

是
の
□
又
二
□
、
李
の
徳
匿
は
、
地
の
淵
か
ら
出
で
、
地
上
（
土
身
）
に
は
□
が

亡
く
、
□
か
ら
の
出
入
り
と
同
じ
く
、
其
の
下
に
凶
事
を
作
す
。
日
月
は
皆
な
亂

れ
、
星
辰
は
領
界
す
る
こ
と
が
な
い
。
日
月
が
既
に
亂
れ
る
と
、
歳
季
は
代
り
、

季
節
の
雨
の
あ
り
よ
う
に
も
恒
常
が
亡
く
な
る
。

恭
し
き
民
は
、
と
き
の
有
り
さ
ま
に
模
し
て
法
則
を
つ
く
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
群

民
を
動
か
す
こ
と
も
な
く
、
法
則
が
□
な
る
と
、（
天
地
人
の
）
恒
常
は
毀
た
れ
、

四
時
の
盛
行
は
病
み
、
天
常
は
□
と
な
る
。

諸
々
の
神
々
に
よ
っ
て
広
く
行
わ
れ
る
施
し
は
、
と
き
に
堯
の
教
化
の
吉
兆
の
よ

う
に
、
恒
常
の
し
く
み
を
建
て
て
、
民
を
懐
か
せ
る
。
明
ら
か
な
施
し
は
よ
ろ
ず

の
神
も
ま
た
享
受
す
る
。
是
を
「
徳
が
匿
れ
て
も
諸
々
の
神
々
は
恵
む
」
と
謂
う
。

天
帝
は
曰
う
「
由
っ
て
こ
れ
を
敬
え
。
敬
わ
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」
と
。

天
は
福
を
作
し
、
神
は
こ
れ
を
格
（
い
た
す
）。
天
は
妖
を
作
す
も
、
神
は
こ
れ

を
恵
む
。
欽
し
み
敬
っ
て
服
せ
ば
、天
の
有
り
さ
ま
と
の
合
致
は
お
の
ず
と
成
る
。

天
は
下
民
の
た
め
に
し
く
み
を
示
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
敬
い
、
改
め
て
は
い

け
な
い
。

民
が
用
て
□
を
𨑓
（
起
）
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、百
神
山
川
澫
（
萬
）
浴
（
谷
）

は
、
前
行
を
欽
し
む
こ
と
は
な
い
。
民
が
祀
り

（
莊
）
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、

帝
は

（
將
）
に
繇
っ
て
亂
□
を
行
な
う
で
あ
ろ
う
。

民
が

（
穀
）
く
す
れ
ば
、
相
い
憂
う
こ
と
は
な
く
、
陵
〔
亂
〕
□
を
あ
ら
わ
す

こ
と
も
な
い
。

鼠
が
至
り
民
人
が
歲
を
智
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、

祭
は
□
無
く　

土
事
の
役
民

は
少
し
で
も
□
が
有
れ
ば
從
う
べ
き
で
は
な
い
。
凶
で
あ
る
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、「
子
彈
庫
楚
帛
書
に
見
え
る
災
異
説
に
つ
い
て
」（
第
一
一
九
回
東
ア

ジ
ア
恠
異
学
会
定
例
研
究
会
、
二
〇
一
八
年
九
月
十
五
日
、
於
園
田
学
園
女
子
大

学
）、「
子
彈
庫
楚
帛
書
に
見
え
る
災
異
説
に
つ
い
て
」（
第
七
〇
回
漢
字
学
研
究



子
彈
庫
「
楚
帛
書
」
十
三
行
文
釋
注

一
三
六

会
二
〇
一
九
年
二
月
二
日
、
於
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
）
の
二
回
の
口
頭
發
表

〔
前
回
は
十
三
行
文
の
釋
讀
を
中
心
に
、
後
回
は
十
三
行
文
の
性
格
に
つ
い
て
〕

を
も
と
に
、
修
正
を
加
え
て
作
成
し
た
。
兩
会
の
席
上
、
各
位
か
ら
多
く
の
ご
批

正
を
賜
っ
た
。

彩
色
摸
本
作
成
に
當
た
っ
て
は
、
絹
地
の
設
え
か
ら
表
具
ま
で
菊
地
英
恭
氏
の

手
を
煩
わ
し
た
。
色
彩
の
選
定
と
絵
具
使
用
に
つ
い
て
は
藤
本
築
男
氏
の
助
言
を

得
た
。
筆
者
の
拙
い
筆
遣
い
を
補
助
す
る
多
数
の
用
筆
は
家
形
一
雄
氏
よ
り
提
供

さ
れ
た
。
深
謝
の
念
に
堪
え
な
い
。

（
立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
）


